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　　　　　 園内研修のプロ セスから （3 ）
一
指導計画 にみ る保育者自らの 保育構造自覚化の 可能性一

　　　　　　　 入江 　礼子 ・内藤 知美

　　　　　　　（鎌倉女子大 学 ・同幼稚部）

1．研究の 目的

　Y 幼稚園で は 2001年度か ら 「保育の 見直し」 を行なっ て

い る
i，ii。　 Y 幼稚園で の見直しは保育研究者で ある併設大学

教員 2 名（筆者ら）が園長 ・副 園長 とい うか た ちでは あっ た

が 直接 園の 職員 として 内部に入 っ た こ とか ら始 ま っ 起 と

こ ろで 近 年 の 「保 育 の 見 直 し」過程 の 実践の
一
部が研 究者 と

の 共同研究の形で まとめられて い る。横浜学園付属元町幼

稚園 で の 実践や 長野 女子 短期大 学付属 幼稚 園 の実践
iii，ivな

どで あ る 。これ ら研 究に比 しての Y 幼稚 園で の 実践研究の

特 色 を挙げるな らば保育研 究者 が実践 の 外 部 に位置するの

では なく、．その 実践の
一

端を担 う内部の 存在で ある とい う

こ とに なろ う。そ の プ ロ セ ス の 3 年 目に あた る今回 は 園内

研 修の なか で 検討 を続け て きた 指導計画 （Y 幼稚園の 擾合

は週 日案を採用 して い るの で以 下週 日案と記す） の 変遷か

ら、各保 育者が 週 日案の なか に 自発 的に 立 ち上げた 項 目の

検討を行なうこ とで保育者自らの 傑育構造自覚化の 可能性

を考察 して い く。
2．研究の 方法及び資料

　Y 幼稚園の保育実践を事例 とし、 園内研 修議事録 と遍 日

案及 び筆者の 保育後記録を資料と し考察を行なう。

期間 ；2001年 4月〜2003年 12月

Y 幼稚園0プ ロ フ ィ
ール ：

　 表 ユ　 園児数 及び担任 数

3歳児 4歳 児 5歳児

01年度 6 （1） 28 （2） 26 （1）

02年度 12 ω 16 ω 27  

03年度 20 （2） 31 （2） 22 ω

　　　　　　　　　　　　　　 ☆ （ 〉内は担任数

表 2 一
月の 流れ （2003 年12月現在）

8 ：4G〜9 ：00

11 ：10頃

1工：30頃

13 ：GO頃

13 ：20頃

13 ：50頃

14 ：00

順次登 園 （バ ス 登 園 を含む）

着替えの 後、保育者の 環竟設 定の もと、

自由な活 動及び 保育者の 設定 した活 動

（ク ラス や 口に よっ て予 定は違 う。）

片付け

お弁当　　その 後自由な活動

片付け

帰 りの 集ま り

着 替 え

鬮

3 ，内容及び考察

（1）週 日案フ ォ
ーム の 変遷

　  週 日案 lv（2001年 4 月か ら2002年 3月）

01年度は筆者ら2名が幼稚園兼任となっ た 。 主任 （50代保

育歴 19年）と担任 （4 名 ；30 代保育歴 7 年、20代保育歴 5

年 ・3 年 ・2 年）は以前か らY 幼稚園で保育者 を してお り、

主任以外は他園で の 経 験はなか っ た。01年度以前、Y 幼稚

園では指導計画 は 当時の フ ォ
ー

ム に添 っ て立案す る こ とは

あっ たが 園 全体の 園 内研 修そ の もの が なかっ たた め保育者

間で 検討す るこ とは なか っ た とい う。立案は され る もの の

評価 ・検討は なか っ たこ とになる。 週 日案1 は筆者らが ト

ッ プダウン の 形 で 提 案した。こ の フ ォ
ーム は こ の年度に 改

訂 され るこ とはなか っ たが、園 内研 修で の話 し合い か ら「環

境図に子 ど もの 位置 ・活 動 ・かか わ りJを入れ 「先週 の 子 ど

もたちの とらえと反省∫ を入れ込む努力を行なっ た。こ れ

は保育者が週 日案立 案の 際に保 育後の 反省が重要 で ある と

意識 され る きっ か け となっ た。しか し実際の 保育に まで 変

化が及ぶ まで に は 約半年 を要 した究 その 後特 に 3 歳児 ・4

歳児の 担任 を中心 に保 育環境 を整 える努力や保育の 流れ を

柔軟にする努力が行なわれた。しか し 5 歳児クラス との 動

きの 違い も顕著 にな り、子 どもた ちを園全体で テ ィ
ー

ム と

して行なう必要性も感 じ始め るよ うにな っ た。

　  週 日案 H“ti
（2002年 4月〜2002年 6月＞

　02年度には保育者の入 れ替わ りが あっ た。20代保育歴 3

年の 保育者 が去 り、
20 代他園経験 3 年と 20代院卒新任が着

任 し、40 代他園経 験及 び障 碍を持 っ 子 どもの 保育経験を合

わ せ て 9 年の フ リー保育者が加 わ っ た。週 貝案 1 を使っ た

反省を踏まえて週 日案皿 を筆者 らか ら提案 した。「反省 ・記
録 」欄を設けた こ とが大 きな変更 点で あっ たが、週は じめの

園内研修で は記録欄が 白紙の 上、次週 に前週の 記録を検討

するだ けの 時間を捻出す る こ とが で きなか っ た。またテ ィ

ーム 保育の 必要性か ら入れ込んだ「他の 保育者との 瀏掬欄

も最下段にあっ たた めかあるい は その 重要性が担任保育者

の 間で は認識 され て い なか っ た た めか 、
こ の 欄もまた 空 白

で あ るこ とが多か っ た。

　  週 日案皿
“tti

（2002年 6月〜2003年 5月 ）

　　週 日案 H が うま く機能 しな か っ た こ ともあ り再度改 訂

　を行な っ た。週 日案nで独 立 させ た 「環境図亅 を再び 紙

　面に組み 込み、「他 の 保育者との 連携」欄を紙面 の 中心 に

　近四 立置に移動 した。特 に異年齢で の 交流が活発化 した

　 こ ともあ っ て 、この 連携欄 の 必要性が高ま っ た た めで あ

　る 。 また この 欄 は園 内研 修時 に 当時 まだ発 言の少 なか っ

　 た若手保育者か らの 提案の 場 と して の 機能を持つ よ うに

　 もなっ た。

  週 日案IV （2003年 6 月〜現在）

　03年度 にも保 育者の 入れ 替わ りが あっ た 。 主任 と保 育

歴 9年、及 び進学で保育歴 4年の 保育者が去 り、20代他園

経験 4年 と 20代院卒新任が新た に加わ っ た。年度当初は
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週 目案皿をその まま使用 した。しか し学期初 めの 慌 しさ

が
一

段落 し始めた 5月下旬 の園内研 修で新任保育者 2名
か ら以下の 意見が 出された 。

「着任 して 1ヶ 月半、週 日案

皿 の フ ォ
ーム を使っ てみ たが 、 書 くの に時間が かか る割

には使い に くい
。 『先週 の 幼児 の 姿』『予 想 され る子 ども

の 姿』は環境図を書く段階で も考えて い るの で二 重手間

に なる
ix。1 担任保育者か らフ t 一ム 改訂の 提案があっ た

の は初めて の こ とで あっ た。提案者 2 名 主導の 話 し合い

の 結果、次週か らは 「行事 と一日の 流れ 1 欄以外は 空 白

と し、．魍 の ねらい と内容亅 「他の 保育者 との 連携亅 欄は

共通に残 し （但 しそ の 紙 k比率は各保育者 に任せ る）、残

りはすべ て 白紙の 環境図とす るこ とになっ た （図 1参照）eLL一 凵一
（図 1 ）週 ロ　　クラス 名 　03年 月　日〜 月　目）

日 日　 　’ 臼 cκ τ 1

孵

一日

弓

ラ畑

（2）週 目案IVの特徴

　週 日案 1は筆者 らが トッ プダ ウン で提 案 した もの 、皿 ，皿

は園内研修で 担任保育者 か らの 意見や 園と して の 方 針 を勘

案 して 同 じく筆者 らが提案 した。しか しIVは新任保 育者 2

名 か らの 提 案で 作成 され た。ボ トム ア ッ プで作成 された と

い う意味で Y 幼稚園 に とっ て は画期的で あっ た。

　  項目の 個性化

　 L 　ll
，
皿 の 項 目は話 し合い の 過程が あっ たとは い え担任

保育者に と っ て は園長 ・副 園長が トッ プダ ウンで きめた も

の で あっ たためか、その項 目を超えて 作成す るとい う発想

は で きに くか っ た と思われ る。それは W の 形式 に なっ て か

ら以 下の よ うな項 目が 次々 に それ ぞれ の 保育者の 週 日案に

あらわれるように なっ たこ とか ら分か っ た。

その 項 目の 主なもの は次の とお りで ある。

　　 i）保育者の 課 題 ・目標

　新任保育者か ら提案された 。 そ の後他の 担任保育者に も

こ の 項目を立て るこ とが広が っ て い っ た。
　 　 li）子 どもたちの 気 にな る事項

　新任保育者 か ら提 案 され た 。 そ の 後他 の 保育者 に 「子 ど

もの 様 子1 な どの 項 目に形 を変え て 広 が っ て い る。

　 　 hi）子 ど も関係 図

　他園経験 4 年の 保育者 か ら提 案 され た。こ の 関係 図 も他

の 保育者に波及 しか な り頻繁に使 われ る項 目とな っ てい る。

　　iv）・子 どもの 様子
・ク ラス の 様子

　経験 6年目の 保育者か ら提案 され た。 関係性 よ りも子 ど

も個人に 注 目した項目立 て で あ り、そ の 後の 他 の 保育者 へ

の 波及 とい う点で は子 ども関係図ほ どの 頻度は ない。

　　　v ）クラス の 目標 ・クラス の 課題

　　経験 2年の 保育者か ら提案された。他の 保育者も必要に

応 じて使 うよ うに なっ てい る項目で ある。

　　  共通作成項 目と個人作成項目

・　 IVを作成す る際に は以前 に ま して 複数担任ク ラス （3 歳

児、4 歳児）で は共通に作成する部分 （行事 ・一日の 流れ ・

週 の ね らい と内容 ・
他の 保育者との 連携欄。）の 相談を金曜

　日の 保 育終了 後行 な う姿が 目立 っ て きた。環境図は そ の 後

保育者が個別 に作成 す る よ うに なっ た。この 部分 で は 保育

者が今の 子 どもた ち の とらえや自分 の 保育者と しての 力 量

に向きあい なが ら作成す る結果、より個性的で かつ ク ラス

の実態が分か りやすい 週 日案が 作成され るよ うに なっ た。
．

　   園内研修の 話 し合い 内容の変化

　 週 日案がそれぞれの クラス の 特徴と各保育者の 個性が表

れたもの になっ て きた結果、園内研修で は話 し合い の 内容

に 変化がみ られ る よ うに な っ た。特にクラ ス の 実態が分 か

　 りや すい もの にな っ たた め、そ れは個々 に 読めば了 解 で き

るこ とがわか っ た。そ こ で話 し合い は筆者 らの提 案に よる

「他の 保育者との 連携亅欄 の 確認 とクラス を越えて 活動す る

子 どもや、今保育者が悩 ん でい る子 どもや、親 とのかか わ り

などに特化 した話 し合い が進む よ うになっ た。

4．まとめ と今後の課 題

　 週 日案IVにな っ て か らそ の 作成は以下の   〜  の プ ロ セ

ス で 進み 、 よ りシ ス テマ テ ィ ッ クにな っ た。
　   テ ィ

ーム を組 ん で い る保 育者 との 話 し合い と共通 項

　 　 　 目の 作成

　   各保 育者 の 課題 や個性を入れ込 んだ環境図部分の 作

　　　 成

　   園内研修にお ける連携事項の 確認

　   各保育者 が向き合っ て い る課題への 踏み込 んだ話 し

　　　 合い

　 今後は特 に個人 で 取 り組 む環 境図が以前 に 増 して 各保育

者 の 現在の 状況 を反 映 で き るもの に なつ た こ とを踏ま えて 、

普段 は意識化 あるい は文宇化され ない 保育者の 内なる保育

構造を園内研 修 で の 週 日案の 検討を通 して 行なっ て い きた

い。

（脚由
i 入江礼子他 「園内研 修初期段階における保育実践の 変容 とその 諸

相一特別 に配 慮．を必要 とする子 どもへの 注 臼を契機 と して
一1鎌倉

女子大学紀要第 9号 ppl − IO　2002年 3月
li

入江 礼子他 「異年齢交流を支えるテ ィ
ーム保育の 検討一指導計画

の 変容 を手 がか りと して
一j 鎌倉女子 大学紀 要第 10号 pp1

− 9
2003年 3月

丗大戸美也子 横 浜学園付属元町 幼稚園 「保育の 見直 し
・1〔  日の

実践記録 ・
」 1984年 3月　 フ レ

ーベ ル 館
iV立 浪澄子 「保 育カ リキ＝ラム をっ くる」 2000年 　　新読 書 枇

・前掲 ilp4
vi 前掲 i　PP7

− 8
di 前掲 五　P5
面 前掲 五 P6
iX　2003年5月 23 日園内研修議事録 よ り
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